
防災グローバルプラットフォーム会議
（GPDRR）
• 2年に一回開催される国連会議

で防災枠組の進捗を測り、更に
実施を深化させていく事を目的
としている。

• 今回の会議では189か国から
6000人が参加し、カンクンの
Moon Palace Resortで開催。

• 採択された議⾧声明では災害損
失データーベースの構築、途上
国における早期警報の向上、
ローカルレベルでの災害リスク
管理の強化、経済政策における
防災の主流化、そして災害リス
ク管理に関し女性のリーダー
シップの強化、などが盛り込ま
れた。



• UNISDRは次のグローバルプラット
フォーム会議（2019年ジュネーブ）
までにCivil Society Advisory Group
「的な」ワーキンググループの設置
を合意し、今後その設立プロセスが
進む。

• 全体会議としてのPlenaryやWorking 
Session、Special Session、Side 
Event、Ignite Stage、Market Place
で構成。



背景：High Level Communiqueから

• 過去10年間で災害による損害は直接的なものだけでも1.4兆ドルにも
達する。

• 1990年から現在までの損失の大きかった災害1000ケースを見てみて
も、気候変動と関わりのある気象災害が9割を占めている。

• 7人に一人がスペースの少ない劣悪な環境下で住んでいると言われて
いる。

• 世界の人道は2050年までに90億人に達すると言われており、必要な
インフラは年々増えている。持続可能な開発目標を2030年までに達
成する為にも、災害に強いインフラは重要課題である。

• また、2019年までに既存の重要インフラに関しては、災害への強靭
性を調査し、進捗は2019年の防災グローバルプラットフォームにて
報告する。



JCC-DRRの活動

• GNDRが取り纏めた市民社会と政府との
協働例をJCC-DRRでも募集し、取り纏め
られたものに日本から2例入った。

• http://gndr.org/images/newsite/events
-
documents/2017_GPDRR/Case_Studie
s_of_Collaboration_formatted_for_webs
ite.pdf

• 仙台防災枠組のモニタリングに市民が参
加できるよう、Views from The 
Frontline 2017というプログラムも始ま
る予定で、JCC-DRRは日本のフォーカル
ポイントとして選定された。



• 市民社会グループの一員として
NGO Statementを協働で作った。

• 原発のような人災においては、
Technological hazardに特化した
Words Into Actionというグループ
が出来ており、今後JCC-DRRも参
加予定。仙台防災枠組のモニタリ
ングのセッションでは、UNISDR
トップのRobert Glasser氏も参加
し、データベースの重要性、また、
原発事故のような産業災害の情報
ももっとあるべきだ、などと発言。



総括

• 「具体的に一つ一つの教訓を伝え、仲間を増やす」事はとても
重要である。「～は大事です」と言った抽象的な話が非常に多
く、防災・減災を更に進める為の考え方、ツール、施策、教訓
など、具体的な事が求められている時代である。

• 仙台防災枠組を実施し、目標・ターゲットへ確実に到達するに
はどうしたらいいのか、そんな視点からのアドボカシーが重要。

• JCC-DRRとしては、具体的に、エビデンスを持ってより安全で
安心な世界に向けて活動・発信していく。


